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趣旨と目的 
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飼育室内において実験動物に実験処置等を行う必要がある場合には、飼育中の他の実験動物への

影響をできる限り少なくする。特にイヌ、ネコ、サル類など高度な情動行動を示す動物種において
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痛をできるだけ軽減するため、特に以下のことに留意する。 

・ 手技そのものを向上させることのほか、術中の無菌操作および術後管理が重要である。 

・ 
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・ 遺伝子組換え操作、免疫抑制処置、感染性あるいは発がん性物質の投与 

 

１）飼養および保管の基本 

実験動物管理者および飼養者は、当該実験動物に固有の生理、生態、習性が発揮され、ストレス
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・ 家畜に該当する実験動物の健康管理において、「家畜伝染病予防法」および関連法令で規定さ
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ることによって生活環境の保全に努める。 

・ 動物実験等により発生した実験動物の死体や汚物等の廃棄物は、各自治体における廃棄物の分

類に従って適正に処理する。これらを一時的に保管する場合、悪臭の拡散や衛生昆虫等の飛来

を防止する。 

・ 動物実験等に使用した注射筒や注射針は、感染性の医療系廃棄物として専用の容器に回収し、
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